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№
１

T
A

K
A

IS
H

Iス
タ

イ
ル

と
は

？

２
　

１
人

１
台

端
末

が
整

備
す

る
こ

と
で

め
ざ

す
授

業
の

イ
メ

ー
ジ

高
石

市
の

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ス
タ
イ
ル

の
推

進
に

つ
い

て

　
新

し
い

学
習

指
導

要
領

を
踏

ま
え

、
一

人
1

台
ず

つ
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
が

整
備

さ
れ

る
こ

と
で

、
高

石
市

の
小

中
学

校
で

め
ざ

す
授

業
像

を
下

記
の

5
点

と
し

ま
し

た
。

　
今

ま
で

以
上

に
児

童
・

生
徒

の
学

習
へ

の
興

味
・

関
心

を
高

め
、

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

の
実

現
に

向
け

、
授

業
改

善
の

方
策

と
し

て
、

各
教

科
等

に
お

け
る

指
導

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
効

果
的

な
活

用
の

推
進

を
図

り
学

び
の

活
性

化
（

A
c
ti
v
e
 l
e
a
rn

in
g
）

・
学

び
の

個
別

最
適

化
（

A
d

a
p

ti
v
e
 l
e
a
rn

in
g
）

を
進

め
、

子
ど

も
た

ち
の

学
び

の
支

援
（

A
s
s
is

ti
v
e
 l
e
a
rn

in
g
）

を
進

め
ま

す
。

１
　

高
石

市
が

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

実
現

で
め

ざ
す

教
育

３
　

高
石

市
の

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想

令
和

元
年

度
よ

り
、

高
石

市
で

は
教

育
振

興
計

画
『

高
石

市
教

育
ビ

ジ
ョ

ン
」

の
下

、
「

生
き

る
力

（
知

・
徳

・
体

）
と

夢
を

育
む

『
教

育
の

ま
ち

高
石

』
」

を
大

き
な

教
育

目
標

に
掲

げ
、

時

代
の

要
請

に
応

え
つ

つ
、

新
学

習
指

導
要

領
が

目
指

す
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

を

め
ざ

し
て

い
ま

す
。

今
日

の
社

会
で

は
、

仕
事

で
も

家
庭

で
も

、
あ

ら
ゆ

る
場

所
で

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

や
イ

ン
タ

ー

ネ
ッ

ト
の

活
用

が
日

常
の

も
の

と
な

り
ま

し
た

。
今

後
、

新
し

い
社

会
に

生
き

る
子

ど
も

た
ち

に

と
っ

て
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

端
末

は
鉛

筆
や

ノ
ー

ト
と

並
ぶ

必
要

不
可

欠
な

道
具

と
な

る
こ

と
は

必

須
で

す
。

国
に

お
い

て
は

、
令

和
元

年
１

２
月

に
、

学
校

に
お

け
る

１
人

１
台

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

端
末

の
整

備
を

行
う

こ
と

を
決

定
し

ま
し

た
。

そ
れ

を
受

け
、

現
在

高
石

市
教

育
委

員
会

で
も

、

全
校

へ
、

授
業

に
お

け
る

１
人

１
台

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
端

末
＝

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

整
備

を
令

和

2
年

度
中

に
完

了
す

る
予

定
で

進
め

て
い

ま
す

。
こ

の
教

育
活

動
に

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

が
加

わ
る

こ

と
で

、
高

石
市

が
実

現
し

た
い

教
育

活
動

が
よ

り
加

速
す

る
も

の
と

期
待

を
し

て
い

ま
す

。

そ
こ

で
、

高
石

市
で

は
、

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

を
、

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

実
現

に
よ

る
環

境
整

備
で

支
え

る
こ

と
で

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

学
習

に
活

用
す

る
子

ど
も

た
ち

を
育

て
、

そ
の

子
ど

も
た

ち
が

将
来

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
な

ど
の

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
し

て
、

社
会

の
問

題

を
解

決
し

て
い

く
、

そ
の

よ
う

な
教

育
を

め
ざ

し
て

い
き

ま
す

。

今
後

、
授

業
で

IC
T

を
日

常
的

に
子

ど
も

た
ち

が
主

体
的

〔
A

ct
iv

e
〕

に
活

用
す

る
こ

と
で

、

個
別

最
適

化
〔

A
d

a
p

ti
v
e
〕

さ
れ

た
学

び
や

創
造

性
を

育
む

学
び

を
実

現
し

、
多

様
な

子
ど

も
た

ち
を

取
り

残
す

こ
と

の
な

い
よ

う
学

び
を

支
援
〔

A
s
s
is

ti
v
e
〕

し
て

い
く

教
育

を
実

現
し

て
い

き

ま
す

。

そ
の

よ
う

な
授

業
の

イ
メ

ー
ジ

に
つ

い
て

は
、

別
紙

の
資

料
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
を

フ
ル

活
用

し
て

の
新

し
い

授

業
改

善
の

ス
タ

イ
ル

を
T

A
K

A
IS

H
Iス

タ
イ

ル
と

命

名
し

ま
し

た
。

高
石

市
に

ち
な

ん
だ

Ｔ
Ａ

Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｓ

Ｈ
Ｉ

に
は

ど

の
よ

う
な

意
味

が
含

ま
れ

て
い

る
の

か
紹

介
し

ま
す

。

T
 

…
 Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
主

人
公

の
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
意

味
す

る
Ｔ

 

A
 

…
 活

用
を

意
味

す
る

A
ct

iv
it

y
の

Ａ
 

K
 

…
 こ

れ
か

ら
の

活
用

の
鍵

と
な

る
と

い
う

意
味

で
キ

ー
ポ

イ
ン

ト
の

Ｋ
 

A
 

…
 個

別
最

適
学

習
と

し
て

ド
ン

ド
ン

使
う

Ａ
・Ⅰ

ド
リ

ル
の

Ａ
,Ｉ

 

I
 

S
 

…
 学

校
で

の
学

習
(S

ch
o
o
l 
le

ar
n
in

g
)の

Ｓ
 

H
 

…
 家

庭
で

の
学

習
(H

o
m

e 
le

ar
n
in

g
)の

Ｈ
 

I
 

…
 学

校
を

刷
新

す
る

(i
n
n
o
v
at

e)
と

い
う

意
味

の
Ｉ 
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№
２

タ
ブ

レ
ッ
ト

端
末

導
入

で
変

わ
る

学
校

の
授

業
ス

タ
イ

ル
＜

A
c
ti

v
e
 l
e
a
r
n
in

g
＞

に
つ

い
て

　
新

し
い

学
習

指
導

要
領

を
踏

ま
え

、
一

人
1

台
ず

つ
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
が

整
備

さ
れ

る
こ

と
で

、
高

石
市

の
小

中
学

校
で

目
指

す
授

業
像

を
下

記
の

5
点

と
し

ま
し

た
。

　
今

ま
で

以
上

に
児

童
・

生
徒

の
学

習
へ

の
興

味
・

関
心

を
高

め
、

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

の
実

現
に

向
け

、
授

業
改

善
の

方
策

と
し

て
、

各
教

科
等

に
お

け
る

指
導

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
効

果
的

な
活

用
の

推
進

を
図

り
学

び
の

活
性

化
（

A
c
ti
v
e
 l
e
a
rn

in
g
）

を
進

め
ま

す
。

大
型

提
示

装
置

を
利

用
し

て
、

教
科

書
や

プ
リ

ン
ト

、
画

像
・

動
画

な
ど

の
教

材
を

拡
大

提
示

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
学

習
内

容
を

視
覚

的
に

わ
か

り
や

す
く

伝
え

、
知

識
の

定
着

や
技

能
の

習
熟

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
授

業
の

導
入

で
拡

大
提

示
に

よ
っ

て
わ

か
り

や
す

く
説

明
す

る
こ

と
で

、
学

習
課

題
を

よ
り

明
確

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
、

学
習

活
動

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

を
め

ざ
し

ま
す

。

（
１

）
教

材
の

拡
大

提
示

に
よ

る
視

覚
的

で
わ

か
り

や
す

い
授

業

（
２

）
個

に
応

じ
た

支
援

が
で

き
る

授
業

（
３

）
調

べ
学

習
や

資
料

・
作

品
制

作
を

通
し

て
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
を

育
む

授
業

（
４

）
意

見
交

流
を

通
し

て
自

分
の

考
え

を
深

め
る

授
業

（
５

）
一

人
ひ

と
り

の
考

え
を

伝
え

合
う

授
業

児
童

生
徒

が
、

基
礎

的
・

基
本

的
な

知
識

・
技

能
を

確
実

に
習

得
で

き
る

よ
う

、
学

習

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
利

用
し

、
一

人
一

人
の

習
熟

の
程

度
や

発
達

の
段

階
等

に
応

じ

た
個

別
学

習
を

行
い

ま
す

。
自

分
の

ペ
ー

ス
で

学
習

し
た

り
、

不
得

手
な

分
野

を
重

点

的
に

復
習

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
主

体
的

に
学

習
に

取
組

む
態

度
を

養
い

ま
す

。

各
教

科
の

学
習

内
容

を
よ

り
深

く
理

解
す

る
た

め
に

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

通
じ

て
、

詳
細

な
デ

ー
タ

や
写

真
・

動
画

等
の

情
報

を
収

集
し

、
収

集
し

た
情

報
か

ら
学

習
課

題
の

解
決

に
必

要
な

情
報

を
取

捨
選

択
す

る
過

程
の

中
で

、
思

考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
等

を
育

み
ま

す
。

ま
た

、
収

集
し

た
情

報
を

基
に

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
を

用
い

て
調

査
結

果
を

表
や

図
に

表
し

た
り

、
調

査
結

果
に

対
す

る
自

分
の

考
え

を
文

章
に

ま
と

め
た

り
す

る
学

習
活

動
を

通
じ

て
、

学
習

内
容

の
理

解
を

深
め

ま
す

。

グ
ル

ー
プ

な
ど

で
の

意
見

交
流

の
際

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
用

い
る

こ
と

で
、

視
覚

的
に

互
い

の
考

え
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
、

グ
ル

ー
プ

内
の

議
論

を
活

発
化

さ
せ

ま
す

。

共
通

の
学

習
課

題
に

つ
い

て
他

者
の

考
え

に
触

れ
る

こ
と

で
、

自
分

の
考

え
を

広
げ

た
り

、
深

め
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

、
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
・

技
能

の
確

実
な

習
得

や
、

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
等

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

児
童

生
徒

が
、

調
べ

た
り

、
考

え
た

り
、

話
し

合
っ

た
り

し
て

ま
と

め
た

も
の

を

わ
か

り
や

す
く

提
示

し
、

活
発

な
話

し
合

い
を

実
現

し
ま

す
。

ク
ラ

ス
や

グ
ル

ー

プ
に

自
分

の
考

え
を

伝
え

る
た

め
に

、
児

童
生

徒
一

人
一

人
が

学
習

課
題

に
対

し

て
主

体
的

に
考

え
、

他
者

か
ら

の
意

見
を

踏
ま

え
て

資
料

や
作

品
を

見
直

す
こ

と

で
、

多
角

的
な

見
方

・
考

え
方

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

こ
う

い
っ

た
一

連
の

学
習

活
動

を
通

し
て

、
表

現
力

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

先
生

主
体

の
一

斉
授

業
タ

ブ
レ

ッ
ト

配
付

児
童

・
生

徒
が

主
体

的
に

学
習

ど ん な 授 業 を す る の ？

←
既

に
学

校
で

は
進

め
ら

れ
て

い
ま

す

←
資

料
№

３
個

別
最

適
化

学
習

（
学

校
編

）
で

詳
し

く
述

べ
て

ま
す

（
３

）
～

（
５

）
こ

れ
か

ら
の

授
業

で
の

中
心

と
な

る
授

業
像

で
す

。

授
業

を
変

え
る

た
め

の
重

点
項

目
と

な
り

ま
す

【
A

ct
iv

e
le

a
rn

in
g
】
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№
４

そ
の

他
）

電
子

連
絡

帳
シ

ス
テ

ム
で

は
、

保
護

者
、

地
域

の
方

々
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
，

出
欠

連
絡

の
デ

ジ
タ

ル
化

、
デ

ジ
タ

ル
の

よ
る

資
料

の
提

供
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

保
護

者
会

等
、

新
た

な
生

活
様

式
に

対
応

し
た

学
校

行
事

の
実

施
な

ど
多

様
な

活
用

が
図

れ
ま

す
。

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

の
蔓

延
や

大
災

害
等

、
学

校
の

長
期

間
の

臨
時

休
校

等
の

緊
急

時
に

お
い

て
も

即
座

に
O

N
L
IN

E
授

業
を

実
施

で
き

る
よ

う
に

も
な

り
、

学
び

を
止

め
る

こ
と

な
く

家
庭

に
お

い
て

も
子

ど
も

た
ち

が
教

員
と

つ
な

が
り

ま
す

。

等
応

例
①

）
 
Ａ

Ｉ
ド

リ
ル

（
ミ

ラ
イ

シ
ー

ド
）

に
よ

っ
て

、
家

庭
に

お
い

て
も

一
人

ひ
と

り
の

習
熟

度
に

合
わ

せ
た

ド
リ

ル
が

出
題

さ
れ

、
わ

か
ら

な
か

っ
た

と
こ

ろ
を

集
中

的
に

学
習

す
る

こ
と

が
で

き
、

効
率

的
な

学
習

が
図

れ
ま

す
。

O
N

L
IN

E
授

業
シ

ス
テ

ム
（
G

o
o
gl

e
 M

e
e
t）

例
②

）
電

子
連

絡
帳

シ
ス

テ
ム

（
G

o
o
g
le

 C
la

s
s
ro

o
m

）
を

使
っ

て
先

生
か

ら
宿

題
の

連
絡

が
入

り
ま

す
。

宿
題

の
内

容
も

タ
ブ

レ
ッ

ト
内

で
確

認
が

で
き

指
示

さ
れ

た
課

題
に

取
り

組
め

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。

・
電

子
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

長 期
解

答
状

況
で

Ａ
Ｉが

次
の

問
題

を
出

題
緊

休
急

業
対

・
緊

急
連

絡
（
一

斉
メ

ー
ル

替
わ

り
）

Ａ
Ｉド

リ
ル

等
を

活
用

し
た

個
別

最
適

化
学

習
＜

A
d
a
p
ti

v
e
 l
e
a
r
n
in

g
＞

に
つ

い
て

【
家

庭
編

】

基
礎

力
の

向
上

＋
全

て
の

児
童

生
徒

の
学

力
を

保
障

で
き

る

Ａ
Ｉド

リ
ル

に
よ

る
個

別
最

適
化

学
習

（
ミ

ラ
イ

シ
ー

ド
）

電
子

連
絡

帳
シ

ス
テ

ム
（
G

o
o
gl

e
 C

la
ss

ro
o
m

）

例
①
）

Ａ
Ｉド

リ
ル

を
活

用
し

た
宿

題
・
復

習

〇
×
？

ｸ
ﾗ

ｳ
ﾄﾞ

上
に

あ
る

G
 s

u
it

e 
fo

r 
E

du
ca

ti
on

例
②

）
電

子
連

絡
帳

に
よ

る
宿

題
の

提
示
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今までも、子どもたちの「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざし、授業改善に取り組んできた。 

単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して 

・主体的に学習に取り組めるよう学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりして自身の学びや変容を 

自覚できる場面をどこに設定するか。 

・対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場面をどこに設定するか 

・学びの深まりを作り出すために、児童・生徒が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立てるか 

どのように構成するかというデザインを考えることについて、研究を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもの学力向上をめざした日々の授業において、子どもたちの「資質・能力」を育成していくために、指導

主事が継続して、授業改善を支援していく。主に児童・生徒の実際の状況を踏まえながら、資質・能力を育成す

るために多様な学習活動を組み合わせて授業をどのように組み立てるか場面設定や活用方法を研究していく。 

学習指導要領に対応した授業づくり 

SIST（School  Innovation Support Team）Ⅳ事業 

コーディネーター（指導主事） 

・各小中学校の日々の授業において、効果的な授業改善が進むように、対象教員とともに課題を分析し、支援方策

を考え、指導助言を行う。 

・継続的な授業参観及び指導助言等の実施 

派遣（継続的支援） 

SIST 

【支援対象】 2名以上の教員を対象（初任者研修や講師研修等経験年数の少ない教員は対象外） 

○教員一人ひとりの授業づくりスキルの向上 

・単元、題材など内容や時間のまとまりを見通した指導計画の立案 

・教材研究 指導案作成による授業の実施等 

小中学校 

学習指導要領において 

第３ １（１）（省略）…、生徒が各教科等の特質に応じた見方考え方を働かせながら、知識を相互に関連づけてより

深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に 

創造したりすることに向かう過程を重視した学習の充実を図ること。…（省略） 

教員の日々の授業づくりの改善による指導力の向上 

（効果的な ICT の活用） 

「VUCA（ブーカ）時代」（先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態）を生き抜く子どもの育成に向けて 

V（Volatility：変動性）U（Uncertainty：不確実性）C（Complexity：複雑性）A（Ambiguity：曖昧性） 

SIST~SISTⅢを基盤として、SISTⅣを展開 

「OODA（ウーダ）ループ」 

O（Observe：観察する）O（Orient：状況を理解する）D（Decide：決める）A（Act：動く） 

Active 主体的な学び 

学びの活性化 

Adaptive 学びの最適化 

学びの個別最適化 

Assistive 学びの支援 

多様な子どもへの支援 
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